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研究成果の概要（和文）：冷戦崩壊後のアジア経済危機を克服した東南アジア諸国は今、グロー

バルなビジネス・ネットワークやイデオロギー・ネットワークの展開・拡大により急速な社会・

政治・経済変容を遂げている。本研究で明らかになったのは、東南アジアの地方レベルで新し

い政治経済アクター、或いは新しい政治スタイルを活用する政治アクターが台頭してきている

ことである。タイ、フィリピン、インドネシアでは、地方分権化が進展して地方首長の権限が

拡大したことで、彼らはグローバル化、情報化の時代の中で獲得した新しい政治経済的リソー

ス（情報も含む）を武器にして新しい、よりスマートな権力掌握・維持のスタイルを作り上げ

てきている。 
 
研究成果の概要（英文）：Southeast Asian countries have overcome the post-cold war Asian 
economic crisis in 1997 and have been experiencing the rapid social, political and economic 
transformation with the expansion of global business and/or ideological networks. One 
thing that is clear from this research is the fact that Southeast Asian local level has seen 
the emergence of new type of politico-economic actors or the political actors that employ 
new political style. It is especially true for newly decentralized Thailand, the Philippines 
and Indonesia where the local heads have obtained a wider authority. The era of 
globalization and information gave them chances of gaining new political and economic 
resources including information and fashioning new and smarter way of grabbing and 
maintaining their political power.   
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１． 研究開始当初の背景 
フィリピン、タイ、インドネシアを中心に東
南アジアの地方政治研究は進んでいる（例え
ば、フィリピン：McCoy ed. 1993, Sidel 
1999, Abinales 2000, Kawanaka 2002、タ
イ：玉田 1987, Ockey 1992, McVey ed. 

2001、インドネシア：Nordholt and van 
Klinken eds. 2007）。数多くの各国別研究は
こうした三国を含めて存在するものの、比較
の観点から東南アジアの地方政治を見渡し
て詳細に分析する試みはほぼ皆無であった
(例外は選挙政治の重要性に注目した Sidel 
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2006)。しかし、東南アジア諸国の大半が植
民地経験を経て独立国家となったこと、冷戦
期には、社会主義国家の党国家体制、資本主
義国家の権威主義体制という違いはあるに
せよ、中央集権的な体制を東南アジア諸国が
選択したことがあるなど、多くの類似点を抱
えている。さらに冷戦崩壊後の現在、グロー
バルな資本主義の波は政治体制の違いを超
えて東南アジアの地方政治構造を強く規定
している。そうしたことから、グローバル化
の影響の強い首都圏、エネルギー作物地帯、
国境地帯の地方政治を比較研究することに
した。 
 
２．研究の目的 
冷戦崩壊後のアジア経済危機を克服した東
南アジア諸国は今、グローバルなビジネス・
ネットワークやイデオロギー・ネットワーク
の展開・拡大により急速な社会・政治・経済
変容を遂げている。本研究は、こうしたネッ
トワークの東南アジアの地方政治への影響
を分析し、政治体制の違いを超えて地方政治
が同質化しつつあるのかどうかを検証する
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
最も重視したのは共同調査である。日本側

の研究者も現地の研究協力者も基本的に一
国を中心とした研究をしてきており、同じ東
南アジア研究でありながら、別の東南アジア
諸国で集中的に調査した経験が少なかった。
ジャカルタであればインドネシアに精通し
た研究者がフィリピンやタイ研究をしてい
る研究者をサポートするような形で共同調
査を行った。予算の都合から、最も理想的に
そうした共同調査が行えたのは、首都班であ
り、フィリピンのマニラ、タイのバンコク、
インドネシアのジャカルタで極めて有効な
調査を実施できた。 
 また、日本学術振興会アジア拠点事業の主
題の一つと共通性が高かったことから、この
首都の地方政治については海外の研究者も
招いてワークショップを実施できたことも
大きな意味があった。 
 エネルギー作物班については、林田科研な
どと共同で遂行した月例のアブラヤシ研究
会が極めて貴重な研究推進、情報交換の場と
して機能した。 
 
４．研究成果 
 本研究で明らかになったのは、東南アジア
の地方レベルで新しい政治経済アクター、或
いは新しい政治スタイルを活用する政治ア
クターが台頭してきていることである。タイ、
フィリピン、インドネシアでは、地方分権化
が進展して地方首長の権限が拡大したこと
で、彼らはグローバル化、情報化の時代の中

で獲得した新しい政治経済的リソース（情報
も含む）を武器にして新しい権力掌握・維持
のスタイルを作り上げてきている。 
 こうした権力掌握・維持のスタイルの同質
性をもたらした理由は、仮説としては、首都
については、サスキア・サッセンが言うよう
なグローバル化に伴うメトロポリタンの構
造・役割変化にもある。しかし、バンコク、
マニラ、ジャカルタという 3つの首都での共
同調査を踏まえると、それと同時に冷戦の崩
壊後に東南アジアを襲った民主化、分権化の
影響が大きいことも痛感した。グローバル化
の影響といっても、政治権力に関係する場合、
新制度論的に考えるまでもなく、その影響が
具体的にどのようなポリティクスを作り上
げるのかは民主的・分権的制度の違いによる
ところが大きい。そして、タイ、フィリピン、
インドネシアでは首都における制度設計は
かなり異なっている。それゆえ、将来的には
この制度設計を歴史的に詳細に分析してい
く必要性を痛感した。 
 非常に興味深かったのは、とりわけバンコ
クとジャカルタについては、国政の中心であ
るだけにもっぱらナショナルな政治の分析
対象になっており、バンコクの地方政治やジ
ャカルタの地方政治といった形での研究が
国際的にも非常に少ないことである。例えば、
インドネシアで考えれば、民主化、更に分権
化により、非常に多くの地方政治に関する事
例研究が誕生した。しかし、ジャカルタの地
方政治、例えば首長選挙に関する研究はほぼ
皆無に等しい状況である。それは実はこの科
研が終わった今でもさして変わっていない。
それゆえ、国際学会や国内学会での分科会、
学術雑誌の特集号として本研究の成果を公
表することが出来れば、非常にインパクトが
あると確信した。 
 エネルギー作物地帯については、もっぱら
インドネシアのアブラヤシ栽培地帯に関す
る学際的研究が中心となった。そのため、各
国比較の要素が弱くなり、インドネシア国内
の比較から同質性を見出す傾向が強くなっ
てしまった。地方政治との兼ね合いで重要な
ことは、まず、経済的に何のメリットもない
辺境地であっても、アブラヤシ栽培が始まる
ことで大きな社会経済変容がもたらされて
いる点である。辺境地にアブラヤシで財を成
した中産階級さえ生まれつつある。加えて、
中央政府が経済的に自立可能という判断を
下して、あるアブラヤシ栽培地が 1つの自治
体に生まれ変わるという現象がインドネシ
アのカリマンタンなどでは生まれてきてい
る。 
 2 つ目に重要なことは、先住民などからの
土地の収奪、森林破壊が深刻な問題となり、
人権 NGO、環境 NGO などが強い批判を浴
びせており、農園企業、中央・地方政府との



 

 

対立が起き、暴力事件が起きている一方で、
アブラヤシ農園の利権をめぐる地方政治の
暴力化といった事態はあまり起きていない
点である。アブラヤシ農園が広がる地方の首
長直接選挙を見ても、農園企業は有力な候補
全員を支持することでリスク回避を図って
いる傾向がある。また、農園企業としては、
インドネシアには農園拡大の適地、フロンテ
ィアが未だに残っており、政治的コネなどを
通じて他のビジネスアクターから農園を奪
い取るよりは、そのフロンティアでビジネス
拡大を図ったほうが低コストで済むと判断
しているためと思われる。 
 3 つ目に長期的に重要なことは小農、独立
農民の意味である。空前のアブラヤシ・ブー
ムとなるなかで、農園企業の農園所有面積よ
りも小農や独立農民が所有するアブラヤシ
農地の面積のほうが急拡大している。その政
治的意味については、まだはっきりわからな
い。東南アジアの島嶼部と大陸部の農業を比
較した時に、大陸部では大規模農園がうまく
いかずに小農経営が主体になることが多く、
島嶼部では大農園が発展してきたという指
摘がある。しかし、現在のインドネシアで進
行している小農、独立農民のアブラヤシ農地
拡大という事実は、島嶼部農業の大陸部化と
でも言える現象であり、タイのアカシア栽培
地帯での地方政治などと比較検討すること
で今後のインドネシアのアブラヤシ農園地
帯での地方政治についての示唆を得られる
可能性が高いと考えている。 
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